
農 業・農産業局（OSAN）により策定
された「アフリカ食糧増産」戦略の

一部である「アフリカ農業改革のための技
術（TAAT）」という旗艦イニシアティブでは、
農業において技術が果たす役割に関して取り
組んでいます。

　TAAT の目的は、アフリカ大陸の農業改革
に不可欠な生産性の向上に向け、実証済みの
農業技術を広めることにあります。これによ
り、アフリカは自給が可能となるだけでなく、
農業が長期的な成長および繁栄の共有に貢献
することになるでしょう。

　新しい技術、とりわけ農業や金融および情

報サービス分野への情報通信技術の導入によ
り、包摂的な形で農業バリューチェーンを近
代化する新たな方策が可能となりました。ま
た、女性や若者といった冷遇されることの多
い集団も受益することになります。

　「農業の近代化および商業化は、アフリカ
とその人々、特に農村部貧困層の暮らしを変
える鍵となる」と、アキンウミ・アデシナ

（Akinwumi Adesina）AfDB 総裁は、2016
年 4 月 12 日～ 14 日に国際熱帯農業研究所

（IITA）で開催された「技術とアフリカの農
業改革」ワークショップで述べました。

©
 A

FD
B 

20
15

 - 
DE

SI
G

N
 C

ER
D/

YA
L 

農業・農産業局ニュースレター 2016年第1セメスター

アフリカの食糧自給率向上に向けて

編集部より

アフリカ開発銀行
は、5 つ の 最

優先分野「ハイ・ファ
イブ（High 5s）」の一
環として、「アフリカ
の食糧増産：アフリカ
の農業改革のための戦
略（2016 ～ 2025 年）」と称してアフリ
カ農業の構造改革に向けた大陸全域の戦
略策定を支援しています。

　我々、農業・農産業局（OSAN）は、
アフリカ農業改革戦略（Strategy for 
African Agricultural Transformation 
(ATA)）の策定と実施において中心的な
役割を果たしていると自負しています。

　この戦略は当行にとり最も重要な戦略
的優先事項のひとつであり、目標達成に
向け任務が遂行されるべく、OSAN は
熱意を持って、また、意欲的に支援して
います。

　このニュースレターで、事業および特
別イニシアティブのポートフォリオにつ
いて簡潔に紹介し、また、その業績をた
どることができるのは喜ばしい限りです。

　この 2016 年第 1 セメスターの初版
では、イノベーションを主要テーマとし
ています。とりわけ、リベリアの革新的
な農業金融商品やコンゴ民主共和国にお
ける包摂的かつ持続可能な展示農場の成
果について振り返ります。

農業・農産業局長
チジ・オジュク（Chiji Ojukwu）

「アフリカ食糧増産」戦略は、アフリカ農業の
構造改革に向けイノベーション革新を目指す
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2 — アフリカの食糧自給率向上に向けて　2016 年第 1 セメスター

リベリアのトディ地区における金融包摂
に向けた道筋

　リベリアの農家約 15 万人は、政府が
AfDB の支援を受けて着手したリベリア農
業改革計画（LATA）により、金融および革
新的技術から受益することになっています。
同国成人の 10％はモバイル口座を持ってお
り、政府は AfDB の支援を受けてこの数字
を倍増できると期待しています。

　このプログラムでは、アフリカのアグリ
ビジネスにおいておそらく最も革新的なデ
ジタルプラットフォームを提供するセルラ
ント・ナイジェリア社の技術をテコとして
活用します。農業投入財（肥料および種子）
の受取人と金融機関が電子マネーにより結

び付けられます。この新技術により、既存
の農場を探し出し、特有のデータベースで
経営者と一対一で結び付けられます。この
計量経済モデルでは、収集された情報（土
地の面積、作物の種類、需要）を基に必要
な投入財の支援を予測できます。

　「アフリカ食糧増産」戦略とは、アフリカ
の農業をグローバル競争力のある包摂的なビ
ジネス志向のセクターへと変え、富の創出、
有給の雇用創出および生活の質の向上をはか
るための取り組みのことです。また、アフリ
カ全域およびその他地域において成功してい
る既存のイニシアティブをスケールアップさ
せることも追求しています。

　「アフリカ食糧増産」は次の 4 本柱から成
ります。

• アフリカにおける極度の貧困の根絶に
寄与すること

• アフリカにおける飢餓および栄養不良
を終わらせること

• アフリカを食料純輸出国にすること
• アフリカをグローバル・バリューチェー

ンの頂点に押し上げること

1,000 億米ドルの市場規模

　上記目標に沿って、2025 年までに 3 億
2,000 万人が栄養不良を克服すべきです。
また、1 億 3,000 万人が極度の貧困から脱
することを目指します。アフリカは、1,100
億米ドル規模の輸入代替をはかり農産物の純
輸出国となるべきです。最後に、アフリカは
主要農産加工品について市場のシェアを倍増
します。

　アフリカは、アグリビジネスの潜在能
力を発揮させ、上記目標を達成すること
で、2025 年までに市場規模を年間 1,000
億米ドル以上に拡大することが可能となりま
す。そのうち、現時点で想定されるバリュー
チェーンの改善で 2025 年までに、850 億
米ドルの収入機会が見込まれることを前提と
しています。

　「アフリカ食糧増産」の実現は、次の 7 要
因にかかっています。

• 生産性の向上
• 付加価値の増大
• インフラ（ハードおよびソフト）への

投資増加
• 農業金融の拡大
• アグリビジネス環境の整備
• 包摂性、持続可能性および栄養の向上
• パートナーシップ

　この 7 要因は、一連の旗艦イニシアティ
ブ（合計 15 件）に息吹を吹き込むことを目
的としています。TAAT プログラムは、「実
現要因 1：生産性の向上」に由来する多数の
イニシアティブのひとつです。

1ページからの続き AfDBはアフリカの農業を改革 
するための多様なイノベーション 
に注目する
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科 学技術はかつてないほど、農業セクターを変容させています。最新のバイオテクノロ
ジーからドローンや水および養分の一元的な管理システムの利用まで、技術とイノ

ベーションは農業を「頭脳・労働」に変えています。

　アフリカは科学技術への投資を増やし、農業の効率性と競争力を高め、そして経済の多様
化を迅速にはかる必要があります。AfDB およびそのパートナーにより着手されたイニシア
ティブの中には、10 年以内にアフリカの何百万人もの農家に普及させるべく農業技術のス
ケールアップに重点が置かれているものもあります。
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実施中の「小規模農家農業生産性強化及び商
業化」（SAPEC）プロジェクトでは、2016
年作付期においてリベリアの農家 15 万人が
受益者になると計画されています。自分の
村に居ながらにして電子財布をみて、肥料
の支援、関連データおよびアラートを直接
受けることができ、こうした農民は金融シ
ステムにリーチできるようになり、存在感
を見せられます。

　これに並行して、同プロジェクトでは政
府とリスク共有に関する合意を結ぶことで、
農業ディーラーが商業銀行から資金調達で
きるよう支援するなど中小企業向け融資も
促進しています。貸出金利は数％下がる見
込みで、マイクロクレジットにアクセスし
やすくなります。

　これは重要なステップで、農業保険、マ
イクロクレジットおよび貯蓄といったより
幅広い金融サービスへとつながる機会が広
がります。

コンゴ民主共和国における包摂的で持続
可能な農業の展示農場

　同国のマヨンベ森林地帯のルキ生物圏保
護区（RBL）を拠点とした包括的な REDD
プラス ルキパイロットプロジェクト（CBFF-
Luki）は、コンゴ盆地における貧困削減と同
時に、天然林の伐採および劣化の削減に寄
与することが全体目的です。

　このプロジェクトの個別の目的は、森林
面積、森林再生およびサバンナを拡大し森
林減少を抑止すること、RBL の現地住民の
生活条件を改善し、現地のガバナンスシス

テムを確立すること、そして REDD プラス
の国家戦略の策定に寄与し、炭素市場の便
益および生態系サービスに対する支払を受
給できるようにすることです。

　こうした目標を達成するため、このプロ
ジェクトでは、持続可能な開発保護区およ
びパイロット的な展示農場といった統合管
理システムの実施を含め、いくつかの現地
戦略を定めています。展示農場では、統合
的で持続可能な定着農業を実践することと
しています。

　プロジェクトでは、全部で 30 の展示農場
を実施しており、焼畑農業や農産物の低い
生産性といった根強い問題を解決し、ひい
てはルキ生物圏保護区周辺の貧困問題への
対処を支援します。

　展示農場の目的は、コミュニティレベル
で持続可能かつ統合的な農業生産のモデル
とすることにあります。この活動の将来ビ
ジョンは、農家を定着させるとともに、持
続不能な農業慣行を抑止し、また、持続可
能な開発および貧困撲滅を促進するシステ
ムを継続していくことにあります。

スーダンの ENABLE ユース・プログラム

　最近の国別訪問・対話により、スーダン
は ENABLE ユース・プログラムへの参加

に高い関心を抱いている国のひとつである
ことが判明し、AfDB の支援を要請しまし
た。これに対し、OSAN は移行支援ファシ
リティ（AfDB のイニシアティブのひとつ）
から 850 万米ドルを確保し、スーダンの国
別 ENABLE ユース・プログラムの立案およ
び策定を支援しています。

　AfDB は 2016 年 3 月 20 日～ 24 日、スー
ダンに対話ミッションを派遣しました。同
ミッションは政府機関および開発パート
ナーを含む他のステークホルダーとの貴重
な議論を通じ、スーダンの ENABLE ユース・
プロジェクトの策定とパイロットプロジェ
クトに向けた下準備をしました。

AfDBはアフリカの農業を改革 
するための多様なイノベーション 
に注目する

AfDBはアフリカの農業を改革するための 
多様なイノベーションに注目する
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ア フリカ開発銀行グループは、域内全
域を対象とした「アフリカの食糧増

産：アフリカ農業の改革のための戦略（2016
～ 2025 年）」に着手します。その皮切り
に、2016 年 11 月 8 日～ 24 日、5 カ国で
戦略を紹介する地域説明会を開催します。こ
れは実施および参画促進を目的としたワーク
ショップで、ザンビア（ルサカ、11 月 8 日）、
カメルーン（ヤウンデ、11 月 11 日）、チュ
ニジア（チュニス、11 月 17 日）、セネガル

（ダカール、11 月 24 日）およびウガンダ（カ
ンパラ、11 月 24 日）で開催されます。

「アフリカ食糧増産」戦略を地域分散型で着
手する目的は、現地の人々に自分たちの環境
に直接関連する戦略を選び参画してもらうこ
とにあります。

　このワークショップの目玉は、著名な来賓
による基調講演、戦略の発表、現地ステーク
ホルダーを主役とするパネルディスカッショ
ンとなります。これらにより、各国において
最も効果の高い AfDB 農業プロジェクトを
探り出す機会が生まれます。

　このイベントでは広範囲にわたる参加者
が一堂に会します。具体的には、AfDB 職員、
現地の公共および民間両部門パートナー、女
性団体および若者の代表、開発パートナーお
よびメディアなどです。

カメルーン：非木材林産物の経済価値を
高めるための新ビジョン

　このプロジェクトは、中部アフリカ全般、
特にブルンジ、チャド、赤道ギニア、ルワン
ダおよびサントメ・プリンシペを対象に、零
細森林企業の育成支援を含め、現地住民が非
木材林産物に付加価値をつけることで貧困緩
和と持続可能な森林管理に寄与します。

　非木材林産物（NWFP）は、中部アフリ
カ諸国で 1980 年代央の経済危機に直面し
た際に重要性が高まりました。当時、カカオ
とコーヒーの国際市場価格が下落し、農家は
NWFP の採取を増やし、一部を自家消費に、
大部分を販売することで所得源を多様化させ
る必要に迫られたからです。

　1994 年 1 月に CFA フラン切り下げによ
り医薬品の価格が上昇したため、農村部およ
び都市部の住民は、一般的な病気を治すため
に薬用植物の利用へと切り替えました。

3ページからの続き
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AfDB はアフリカ全域を対象として 
「アフリカ食糧増産」戦略に着手へ

短信
農業成長拠点および農産加工区が果たす
役割に関するワークショップ

　AfDB は 2016 年 3 月 22 ～ 23 日、コー
トジボワールのアビジャンで「アフリカの自
給と産業化に果たす農業成長拠点および農産
加工区（APZ）の役割」と題するワークショッ
プを開催しました。その中で参加者は次の 4
つの提言を出しました。農業成長拠点および
農産加工区のネットワーク構築への支援、脆
弱な状況に直面している諸国に対する投資
の促進、農業成長拠点の構築に向けた戦略的
ガイドラインを策定し、関連した技術支援
を行うこと、農業成長拠点の開発とその他
の AfDB 支援イニシアティブ（農業バリュー
チェーン、若者の雇用、商品取引所など）と
を統合すること、です。

ENABLE ユース・プログラムに関する 
計画ワークショップ

　AfDB は IITA と共同で、2016 年 4 月 21
日～ 22 日、ナイジェリアのアブジャにおい
て ENABLE（アグリビジネスによる雇用創
出に向けたエンパワメント）ユース・プログ
ラムの計画ワークショップを開催しました。
30 カ国余りから 200 人の参加者が集まり、
アリコ・ダンゴテ（Aliko Dangote）やトニー・
エルメル（Tony Elumelu）といった民間起
業家のほか、アフリカ 10 カ国の農業相およ
び若者担当相などといった著名な来賓が講演
しました。

2016 年 AfDB 年次総会で 
「アフリカ食糧増産」戦略を発表
A fDB は 2016 年 5 月 24 日、ザンビ

アのルサカで開催した年次総会に合
わせて、アフリカ農業改革戦略を発表しまし
た。これは特に、農業セクターの改革と零細
農家および若者のエンパワメントを目指して
おり、（7 実現要因を反映した）意欲的な 15
項目計画に取り組むことでアフリカにおける
農業セクターを改善していきます。

　AfDB のチジ・オジュク（Chiji Ojukwu）
農業・農産業局長は、農業は依然としてアフ
リカの主要な所得源であるが、潜在能力が発
揮されないために貧困が長引き、食料安全保
障が悪化していると述べました。オジュク局
長は、具体的な戦略として、生産性の向上、
生産増の実現、インフラ（ハードおよびソフ
ト）への投資増加を挙げました。

　アキンウミ・アデシナ（Akinwumi Adesina）
AfDB 総裁も、パネルディスカッションに参
加し、アフリカは多様化の夢を実現したいの
であれば、農業を異なる観点から見直す必要
があると述べました。また、農業には経済を
安定化する潜在能力があり、ビジネスとして
捉えられるべきだとも述べました。

　「私たちは潜在能力を発揮しないまま待つ
ことはできません。思考様式を変え、農業は
ビジネスであると認識する必要があります。
農業に従事する人々はなぜ貧しいのでしょう
か？これを変えなければなりません。農業は
ビジネスであり、富と雇用を創出する源泉な
のです」とアデシナ総裁は述べました。
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